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Ⅰ．はじめに
ジオパークは，国連のユネスコによって推進さ

れている地域認定プログラムであり，地球科学的
な価値を持つ大地の遺産を保護・保全し，教育や
ツーリズムに活用することによって地域振興を図
ることを目的としている．2021年11月現在，日本
にはユネスコによって認定された９地域（世界ユ
ネスコジオパーク）と日本独自の35地域（日本ジ
オパーク）の合計43地域があり，さらに10地域
以上が日本ジオパークを目指している（図１）．ジ
オパークは，大地と生物からなる自然，自然を反
映した人間活動の多様性を認め，それらの地域の
遺産を保護・保全し，その価値を学び，子どもた
ちへの教育を支援し，観光客に地域の自然と伝統
文化を楽しんでもらうためのさまざまな活動を行
う仕組みである．ジオパークは，自治体や地域住
民を中心としたボトムアップ型の組織（事務局）
で運営されている．そして，４年ごとに再認定審
査があり，そこに貴重な遺産があるだけではだめ
で，それらを保護・保全し，地域の魅力を伝える
教育やジオツーリズムの活動が地域によってなさ
れているかが評価されている．

従来，大学や研究機関等の研究者はジオパーク
内で独自に学術研究を行い，ジオパークはその研
究成果を探し出して，既存のジオサイトの価値づ
けや新たなジオサイトの発掘を行ってきた．最近

は，ジオパークの専門員が研究者と共同研究した
り，ジオパーク事務局が研究者のために許認可申
請を代替することが行われ，ジオパークで研究者
が何をしているか，何がわかったのかが把握され
るようになってきた．また，ジオパークによって
は学術研究助成金の制度が設けられ，ジオパーク
からみて重要な研究が推進され，研究者との新た
な接点もできるようになった．その一方で，助成
金による研究成果を地域に還元するために，成人
向けの成果報告会がしばしば行われているが，子
ども向けの活動はほとんど行われていない．その
ため，ジオパークにおける学術研究と学校教育と
の結びつきは，今まで薄かったと言える．

総合的な学習の時間は，小・中・高等学校等に
おいて，教科・科目等を横断・総合して課題学習
を行う時間であり，2000（平成12年）度から導
入された．児童・生徒が課題を発見し，探究活動
を行うことによって，課題を解決する資質や能力
を育てることを目指している．学習内容は，児
童・生徒の興味関心や地域・学校の特性に応じて
自由に設定され，国際理解，情報，環境，福祉・
健康などが学習指導要領で例示されている．著者
は，四国の室
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世界ユネスコジオパークにおいて，
2018年度と2019年度に学術研究助成金に応募し，
採択された．そして，現地での調査に合わせて，
小・中学生に対して野外観察と室内実習を行っ
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た．本報告では，それらの総合的な学習の時間を
活用した授業実践を紹介し，研究者の立場から授
業実践の意義と総合的な学習の時間の有効性を述
べる．

Ⅱ．室戸ユネスコ世界ジオパークについて
（1）概要

室戸ユネスコ世界ジオパークは，四国南東部の
室戸半島に位置し，室戸市全域を領域とする（図
２）．2008年12月に初めての日本ジオパークの１
つとして認定され，2011年９月には世界ジオパー
クに認定された．そして，2015年11月のジオパー
ク活動のUNESCO正式事業化に伴って，「室戸ユ
ネスコ世界ジオパーク（Muroto UNESCO Global 
Geopark）」という名称になった．

室戸ユネスコ世界ジオパークでは，「海と陸が
出会い，新しい大地が誕生する最前線」をテーマ
とし，プレートテクトニクス理論が初めて実証さ
れた付加体の地質や，海溝型地震による隆起とグ

ローバルな気候変化・海水準変動によって形成さ
れた海岸（海成）段丘が特徴的である．また，亜
熱帯の植生やクジラなどの海洋生物と，それらを
利用した生活・文化・産業も見所となっている．

図1　日本のジオパークの分布
日本ジオパークネットワークのホームページによる．

図2　室戸世界ユネスコジオパークの位置
基図は国土地理院の「地理院地図」より作成．
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2018年には，ジオサイト（地質・地形）51地点，
エコサイト（生態系）10地点，カルチュラルサイ
ト（文化・歴史）17地点，10拠点施設が設定さ
れ，ツアーや体験プログラムに利用されている．

室戸ユネスコ世界ジオパークの最近の変化とし
て，地域住民の密な参加，ガイドの若返りと新た
なツアーの開発，学術サポート体制の充実，海外
のジオパークとの交流が挙げられる（中村，2020）．
また，高知県立室戸高校では以前からジオパーク
学習が行われてきたが（柚洞ほか，2016），放課
後子ども教室や学童保育，国立青少年自然の家と
連携したプログラムがスタートし，小学生向けの
調査事業，防災教育，夏休みの体験活動などが導
入された（中村，2020）．このように，室戸ユネ
スコ世界ジオパークでは，教育活動の多様化が図
られている．その一方で，ジオパークの認定を目
指して地質学的な側面が強調された結果，地質，
自然，文化の各遺産に特化した活動が分断した状
態で行われていることが課題となっている（藤井，
2018）．
（2）学術研究助成制度

室戸ユネスコ世界ジオパークでは，ジオパーク
を対象とした学術研究の推進と研究成果の地域へ
の還元のために，１件あたり上限25万円で，毎
年３件程度の学術研究助成が行われている．研究
対象は，自然・人文・社会科学，教育学，自然・
文化遺産の保護など幅広く設定され，応募者の制
限は特にない．採択された場合には，市民向けの
成果（経過）発表会での講演と，研究成果の学会
発表または論文での公表が求められている．ま
た，助成終了後には，採択者はジオパークを継続
的に支援する「パートナー研究者」になることが
要請されている．

著者は，2018年度は「室戸半島，羽根（はね）
川の段丘の記載・編年および学校教育における
ボーリングコアの活用」，2019年度は「せき止め
堆積物のボーリング掘削による加

か な ぎ
奈木のつえの発

生時期と誘因の解明」という課題名で学術研究助
成に採択された．両年度ともに，学術的な調査・
研究と学校における授業実践を合わせて申請し
た．なお，著者以外の採択課題の中で，調査・研
究と学校教育と結びつけるものはなかったようで
ある．

Ⅲ．�小・中学校における総合的な学習の時間を活
用した授業実践

2018年度には河岸（河成）段丘，2019年度には
地すべりをテーマとして，学術研究助成金に採択
された．助成金による現地調査に合わせて，小・
中学生に対して野外観察と室内実習を行った．こ
れらの授業実践は，総合的な学習の時間の一環と
して行った．あらかじめジオパークの事務局から
学校に連絡を入れてもらい，著者と学校の間で事
前にスケジュールや活動内容を打ち合わせた．
（1）2018年度の活動

羽根川は，室戸半島南部を南から南西に流れ，
太平洋の土佐湾に注ぐ，長さ約17 kmの２級河川
である（図３－A）．羽根川の河成段丘の分布・
区分と年代を明らかにするために，野外踏査と
ボーリング掘削調査を行った．現在の河原から約
20 m高く，最も連続性の良い段丘の堆積物のボー
リングコアから１万年前前後の絶対年代が得られ
たことから，羽根川の段丘は主に完新世に形成さ
れたことがわかった（植木，2019）．

室戸市立中
なかがわうち

川内小中学校（2020年度末で廃校）
の駐車場（図３－Bの地点１）で行ったボーリン
グ掘削に合わせて，2019年１月11日（金）午後
の13時から15時に，小学校５・６年生の３名と
中学生７名に対して野外観察と室内実習を行った．
これらの授業実践には室戸ユネスコ世界ジオパー
クと土佐清水ジオパーク候補地の専門員も参加
し，市の広報誌（「広報むろと」624号）に授業
の様子が掲載された．

授業では，最初にボーリング掘削作業の様子の
見学を行った（図４－A）．小・中学生に，動い
ている掘削機の動きを見せながら，どのように地
下の地層が採取されるのかを説明した．技術者か
らは，仕事のやりがいや社会への貢献を話しても
らった．次に，学校の周辺を散策し，地形や地層
を観察した．現在の川沿いが平坦で，河原の礫が
円磨されていることと，学校が川よりはるかに高
い平坦な地形にあり，学校脇の露頭で円磨された
礫があることから，学校はかつての河原（段丘）
であったことに気づかせた（図４－B）．そして，
理科室でボーリングコアを観察した．コアを半割
し，基盤岩の上に円磨された礫があることに気づ
かせて，学校が段丘の上にあることを確認させた

（図４－C）．小・中学生は，終始生き生きとした
表情で，これらの活動に意欲的に取り組んでい
た．
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図3　授業実践の観察地点
基図は国土地理院の「地理院地図」より作成．

図4　2018年度の授業実践の様子
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約２週間後に，小・中学生からのお礼状と学年
通信が届いた（図５）．これらから，この授業を
通して，小・中学生が新鮮な驚きや感動を持った
ことが読み取れる．

（2）2019年度の活動
佐
さ

喜
き

浜
はま

川は，室戸半島南部を南から南東に流れ，
太平洋の紀伊水道に注ぐ，長さ約12.5 kmの２級
河川である（図３－A）．加奈木のつえ（加奈木
崩れ）は，佐喜浜川源頭部にある大規模な山体崩
壊であり（図３－A），江戸時代後期に発生した
とされていた（高知営林局，1967；千木良ほか，
1998）．加奈木のつえの発生時期を明らかにする
ために，崩壊によるせき止め堆積物のボーリング
掘削調査を行った．ボーリングコアから，21,700
～9,200年前の絶対年代が得られたことから，加
奈木のつえの発生時期は21,700年前以前の後期更
新世にさかのぼることがわかった（植木，2020）．

せき止め堆積物のボーリング掘削に合わせて，
2020年１月14日（火）午後の13時から16時30
分に，小学校５・６年生の７名に対して野外観察
を行った．この授業実践には室戸ユネスコ世界ジ
オパークの専門員も参加し，「広報むろと」634
号にその様子が掲載された．

授業では，最初に佐喜浜川河口（図３－Cの地
点２）において，円磨された河原の礫を観察した

（図６－A）．佐喜浜集落は川によって作られた低
地にあり，人々は川の恩恵を受けていることを説
明した．次に，かつての段

だん
集落跡（図３－Dの地

点３）において，昭和30～40年代の人の暮らし
の痕跡を探した（図６－B）．段集落跡がある崩
壊の堆積物からなる平坦地と現在の河原との高さ
を実感させ，人々は崩壊の恩恵を受けていたこと
を説明した（図６－C）．ジオサイトの駐車場（図
３－Dの地点４）においては，基盤岩の露頭を観

図5　小学生からもらったお礼状

図6　2019年度の授業実践の様子
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察し，尾根がギザギザして，現在でも植生が薄い
崩壊地を遠望した．最後に，林道脇（図４－Dの
地点５）において，大きさが不揃いで角ばった崩
壊堆積物の露頭を観察し，地点２の河原の礫との
違いに気づかせた（図６－D）．また，土砂災害
を防ぐための砂防堰堤を観察した．小学校に戻っ
た後，野外観察の振り返りとして，加奈木のつえ
周辺の地形の肉眼実体視を行い，全体の地形を説
明した（図６－E）．

Ⅳ．�ジオパークにおける総合的な学習の時間の活
用

ジオパークでは，地域の素材・多様性・活動の
階層性がピラミッドとして概念化されている（竹
之内，2011；植木，2017）．その中で，地域の活
動については，保護の上に教育がのり，それらの
上にツーリズムがのり，それら全てを一体として
地域振興が図られる（図７）．このように，ジオ
パークでは教育活動が必然とされ，学校教育と生
涯学習を車の両輪として，様々な活動が行われて
いる．多くのジオパークでは，学校での各教科・
科目や特別活動にジオパーク学習が取り入れられ
ており，それらはジオパークの専門員やジオパー
クに詳しい学校教員によって担われている（和田
ほ か，2012； 安 藤・ 粕 川，2013，2014； 熊 谷，
2015；土本ほか，2015；竹之内，2016；柚洞ほ
か，2016；1 中川・小林，2018；中三川，2018；
上野，2018；三好ほか，2019）．また，学校にお
けるジオパーク学習は，「持続可能な開発のため
の教育（Education of Sustainable Development, 
ESD）」や「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals，SDGs）」との親和性が高い
ことが指摘されている（山本・五島，2014；河
本，2016；及川，2018；山本，2020）．

一方，ジオパークにおける学術研究の理解や成
果還元のために，研究者が学校で教育活動を行う
ことはほとんど行われていない．研究者としての
立場でみると，研究者はそもそも学校に目が向い
てない，子ども向きの教育活動に慣れてない，学
校や学校教員とのコネクションがないなどの理由
により，研究者による学校での独自の教育活動は
難しい．しかし，ジオパークの事務局は，学校教
育と生涯学習のさまざまな活動を主体的に行うと
ともに，研究者の調査・研究にも協同・協力して
いるため，研究者と学校をつなぐことができる．
そのため，研究者とジオパークの一方が他方に働
きかけることによって，研究者が学校で教育活動
を行うことができるようになる．

ジオパーク学習は，小学校の生活科，小・中・
高校の理科・社会科の他に，総合的な学習の時間
でも行われている（竹之内，2016；各ジオパーク
やジオパーク内の学校のホームページの記事も参
照．例えば，男鹿半島・大潟ジオパーク，http://
www.oga-ogata-geo.jp/blog/news/20502.html，
伊 豆 半 島 世 界 ユ ネ ス コ ジ オ パ ー ク，https://
izugeopark.org/wp/wp-content/uploads/ 
2018/05/edu05.pdfなど）．総合的な学習の時間で
は，自分の住んでいる地域の生活・文化・伝統・
歴史・産業・自然などの探究する地域学習が行わ
れることが多い．また，総合的な学習の時間で
は，各教科・科目のように単元の内容や時数が固
定していないため，当初の計画の変更や修正が容
易である．そのため，ジオパークにおいて，研究
者が学校で単発的な教育活動を行う際には，地域
をテーマとし，一般に時間や学年の融通がきく総
合的な学習の時間を活用することが有効と思われ
る．

図7　ジオパークにおける地域の素材・多様性・活動の階層性
竹之内（2011），植木（2017）による．

https://izugeopark.org/wp/wp-content/uploads/2018/05/edu05.pdf
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Ⅴ．おわりに
四国の室戸ユネスコ世界ジオパークでは，ジオ

パークを対象とした学術研究の推進と研究成果の
地域還元のために学術研究助成金制度を設けてい
る．著者は，2019年と2020年に学術研究助成金
による調査に合わせて，調査地域の小・中学生に
対して野外観察と室内実習を行った．これらの授
業実践には，小・中学校の総合的な学習の時間を
活用した．地域の将来を担う子どもにとっては，
地元の自然を理解してもらう良い機会になった．
また，著者にとっては，ジオパークの事務局や学
校との連絡調整と，子ども向きの野外観察と室内
実習のノウハウを蓄積することができた．ただ
し，小・中学生の意識の変化や興味・関心の高ま
りなど，授業実践の効果について確かめることは
できなかった．

ジオパークでは，学術研究の成果を還元するた
めに，ジオパークの事務局が学術研究助成金を受
けた研究者に依頼して，成人向けの成果報告会や
サイエンスカフェが行われている．一方，ジオ
パークにおける学術研究と学校教育との結びつき
は弱かったため，今後，ジオパークの事務局が研
究者と学校・学校教員との間を取り持ち，特別講
義や野外観察など，研究者に子ども向きの教育活
動を調査に合わせて行ってもらうように働きかけ
ることが重要である．研究者に学校で単発的な教
育活動を行ってもらう時には，地域学習を含み，
さまざまに融通が効く総合的な学習の時間を活用
することが有効と思われる．著者は，室戸ユネス
コ世界ジオパーク以外のジオパークにおいても，
学術調査に合わせて，調査地域の学校で総合的な
学習の時間を活用した授業実践を行っている．今
後，そのような授業実践の効果を検証することが
課題である．
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